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ば簡便性、経済性に強く惹かれる。この点は金子らによる神奈川県の 20 ～ 60 代の成人（学生
を除く）を対象に留置き法を用いて食事の満足感について意識調査した結果からも確認できる
［2］。この調査結果は食事要素の 6 項目（人間環境、食卓環境、嗜好性、ファッション・簡便性、
経済性、健康性）について「当てはまる」を 5 とし、「当てはまらない」を 1 とした 5 段階の
選択肢で回答させた評価点の平均であり、世代間や性別に傾向の違いを見ることができる。こ
のうち高齢者（60 代、男性 24 人、女性 42 人）に焦点を当てると、男女共に食卓環境の評価
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者の視点から食卓を撮像した画像において図 3 の矩形に示すような 3 つの領域に分けた。色や
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かたちを正しく認識できる安定注視視野の範囲にある領域を「A：安定注視領域」、色変化が
識別できる範囲から A を除いた領域を「B：色識別領域」、ぼんやりとではあるが全体を把握
できる視野限界の範囲から A と B を除いた領域を「C：視野の限界領域」と分類する。ただし、




本手法では、この A ～ C の領域に対して色認識の正確さについて段階的な重み付けを行う。
今回は、A が正確に色を認識できる領域として A の重み WA を最大値 1.0 とし、これ以下を 3
段階におおよそ等分した。具体的には、重みの最大値（=1.0）、最小値（=0.0）からそれぞれ 0.3
の値を取り、色の識別が可能な B の重み WB を 0.7、ぼんやりとして色を認識することが困難















⑤　④の A の領域を N × N に細分化し、この細分化した領域から食事部分を除いた余白の
画素数 PA（1）～ PA（N2）を算出する。同様に B の領域、C の領域について余白の画素
数 PB、PC を求める。ただし、今回は撮像範囲が狭いことから B と C の領域は細分化
しない。














に⑥で重み付けした結果の総和 S’ を求める。S’ が食卓用品を置く前の総和 S の 70% 程
度になった段階で、食卓用品の追加を止めて処理を終了する。
今回使用したカメラの撮像範囲から A の領域に重点を置き、食卓用品はこの領域に配置す









































たため、B と C の領域を細分化できないことから食卓用品は A の領域に配置するものとする。
図 4（右）の画像における A の各領域について、食卓背景の画素数を表 1 に示した。食事部分




い、食卓用品にはインターネット経由で入手可能な用品として表 2 に示した 8 点［23-27］の画
像を用いた。食卓用品の画素数を求め、最も大きな画素数の用品から候補の領域を見つける。
この結果、表 2 に示した配置順に従って、ポット（A－②）、コップ（A－①）、小物入れ / 赤（A
－②）、調味料入れ / 赤（A－①）、調味料入れ / 青（A－②）、箸（A－③）、スプーン / 赤（A









また、食事部分を指す白い食器を 3 枚から 2 枚にして同様じ処理を行った結果例を図 6 に
示す。3 枚の場合と同様に順次食卓用品が配置されるが、表 1 に示すように、食器を 1 枚減ら










求める。具体的には、表 3 の結果例に示すように色系ごとに A ～ C の領域に配置される項目
― 73 ―











 表１：各領域の食卓背景と        表２：食卓用品（8点）を配置する順番と  









R G B 
A-①（食器 2 枚） 108403 125 1 ポット（青） 29.3 41.9  95.5  21144
A-①（食器 3 枚） 95813 12715 2 コップ（赤） 212.6 30.1  29.4  16531
A-② 102734 5794 3 小物入れ（赤） 188.7 91.2 102.9 7209
A-③ 74124 34404 4 調味料入れ（赤） 158.1 65.3  73.9  6416
A-④ 65839 42689 5 調味料入れ（青） 67.5 80.7  162.1  6381
Ｂ 201378 ０ 6 箸（青） 83.7 92.5  130.7  4070
※食器を含むＡ-①～④の 
画像サイズは408×266 
7 スプーン(赤) 168.3 47.3  38.4  3848




























 表１：各領域の食卓背景と        表２：食卓用品（8点）を配置する順番と  









R G B 
A-①（食器 2 枚） 108403 125 1 ポット（青） 29.3 41.9  95.5  2 1 4
A-①（食器 3 枚） 95813 12715 2 コップ（赤） 212.6 30.1  29.4  16531
A-② 102734 5794 3 小物入れ（赤） 1 8.7 91.2 102.9 7209
A-③ 74124 3 404 4 調味料入れ（赤） 158.1 65.3  73.9  6416
A-④ 65839 42689 5 調味料入れ（青） 67.5 80.7  162.1  6381
Ｂ 201378 ０ 6 箸（青） 83.7 92.5  130.7  4070
※食器を含むＡ-①～④の 
画像サイズは408×2 6 
7 スプーン(赤) 168.3 47.3  38.4  3848




























 表１：各領域の食卓背景と        表２：食卓用品（8点）を配置する順番と  






配置順 食卓  
平均色値 
画素数
R G B 
A-①（食器 2 枚） 108403 125 1 ポット（青） 29.3 41.9  95.5  21144
A-①（食器 3 枚） 95813 12715 2 コップ（赤） 212.6 30.1  29.4  16531
A-② 102734 5794 3 小物入れ（赤） 188.7 91.2 102.9 7209
A-③ 74124 34404 4 調味料入れ（赤） 158.1 65.3  73.9  6416
A-④ 65839 42689 5 調味料入れ（青） 67.5 80.7  162.1  6381
Ｂ 201378 ０ 6 箸（青） 83.7 92.5  130.7  4070
※食器を含むＡ-①～④の 
画像サイズは408×266 
7 スプーン(赤) 168.3 47.3  38.4  3848




























 表１：各領域の食卓背景と        表２：食卓用品（8点）を配置する順番と  






配置順 食卓用  
平均色値 
画素数
R G B 
A-①（食器 2 枚） 108403 125 1 ポット（青） 29.3 41.9  9 .5  2 1 4
A-①（食器 3 枚） 95813 12715 2 コップ（赤） 212.6 30.1  29.4  16531
A-② 102734 5794 3 小物入れ（赤） 1 8.7 91.2 102.9 7209
A-③ 74124 3 404 4 調味料入れ（赤） 158.1 65.3  73.9  6416
A-④ 65839 42689 5 調味料入れ（青） 67.5 80.7  162.1  6381
Ｂ 201378 ０ 6 箸（青） 83.7 92.5  130.7  4070
※食器を含むＡ-①～④の 
画像サイズは408×2 6 
7 スプーン(赤) 168.3 47.3  38.4  3848



































A- ①（食器 2 枚） 108403 125 1 ポット（青） 29.3 41.9 95.5 21144
A- ①（食器 3 枚） 95813 12715 2 コ プ 赤） 21 .6 30.1 29.4 16531
A- ② 102734 5794 3 小物入れ（赤） 188.7 91.2 102.9 7209
A- ③ 74124 34404 4 調味料入れ（赤） 158.1 65.3 73.9 6416
A- ④ 65839 42689 5 調味料入れ（青） 67.5 80.7 162.1 6381
B 201378 0 6 （ 83.7 92.5 130.7 4070
※食器を含む A- ①～④の
画像サイズは 408×266ピクセル
7 （ ） 168.3 47.3 38.4 3848





を 70％程度に抑えたいとし、70％を下回らない程度に食卓用品を追加していく。表 3 の結果
例から基調色が 75% 前後となっていることが確認できる。
また、食器を 3 枚用いた場合の配置について、色彩調和の配色数を 4 色と 5 色に増やした
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は黄系、緑系、青紫系、赤紫系、橙系を採用した。食卓用品の画素数に変更はなく、黄系のテー
ブルクロスについて面積比は変わらない。なお、色については、色相（H：Hue）、彩度（S：
Saturation）、明度（V：Value）の 3 成分からなる HSV 色空間を用いた。12 色相環を用いた
表3：3色調和に基づいた食卓背景と食卓用品の配色と面積比 
（左）食器3枚の結果例、（右）食器2枚の結果例 
系色 領域番号 食卓用品 面積比   系色 領域番号 食卓用品 面積比











A-② テーブルクロス  A-② テーブルクロス 
A-③ テーブルクロス  A-③ テーブルクロス 
A-④ テーブルクロス  A-④ テーブルクロス 










ポット  調味料入れ 
調味料入れ  A-② 箸 
A-③ 
箸  A-③ スプーン 
スプーン  A-④ なし 
A-④ なし  B なし 










調味料入れ  スプーン 
スプーン  A-② 小物入れ 
A-② 小物入れ  A-③ なし 
A-③ なし  A-④ なし 
A-④ なし  B なし 

















系色 領域番号 食卓用品 面積比   系色 領域番号 食卓用品 面積比











A-② テーブルクロス  A-② テーブルクロス 
A-③ テーブルクロス  A-③ テーブルクロス 
A-④ テーブルクロス  A-④ テーブルクロス 










ポット  調味料入れ 
調味料入れ  A-② 箸 
A-③ 
箸  A-③ スプーン 
スプーン  A-④ なし 
A-④ なし  B なし 










調味料入れ  スプーン 
スプーン  A-② 小物入れ 
A-② 小物入れ  A-③ なし 
A-③ なし  A-④ なし 
A-④ なし  B なし 
















（左）食器 3 枚の結果例、（右）食器 2 枚の結果例









- ② テーブルクロス A- ② テーブルクロス
A- ③ テーブルクロス A- ③ テーブルクロス
A- ④ テーブルクロス A- ④ テーブルクロス










調味料入れ A- ② 箸
A- ③
箸 A- ③ スプーン
スプーン A- ④ なし











スプーン A- ② 小物入れ
- 小物入れ A- ③ なし
- なし A- ④ なし
A- ④ なし B なし
B なし










表 4：4 色調和（左）と 5 色調和（左）に基づいた
食卓背景と食卓用品の配色と面積比（食器 3 枚）









A- ② テーブルクロス A- ② テーブルクロス
A- ③ テーブルクロス A- ③ テーブルクロス
A- ④ テーブルクロス A- ④ テーブルクロス









調味料入れ A- ② なし
小物入れ A- ③ スプーン
A- ③ なし A- ④ なし










A- ② なし A- ③ 箸
A- ③ スプーン A- ④ なし











A- ② ポット A- ③ なし
A- ③ 箸 A- ④ なし



















補として提示した。また、この 3 領域に対して色認識の正確さについて段階的な重み付け（WA 
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